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東京都総合設計制度によって生み出された 
公開空地の緑化状況調査 

住宅・都市研究グループ 主任研究員 武田 ゆうこ 
 
 
Ⅰ はじめに 

 都市の生物多様性への関心の高まりに伴い、建物緑化につい

ても生物多様性への配慮が求められてきている。生物多様性向

上のためには在来種の利用が重要となるが、従来の建物緑化で

はデザインや管理面から園芸種や外来種が多用されてきた。近

年、在来種を中心に配植する事例が出てきているが、生物多様

性とデザインを両立させる知見が少ない。建築研究所では、在

来種を用いながら都市緑化に求められる機能が発揮できる方

法について検討を行っている。 

ここでは、東京 23 区内の建物緑化事例の使用樹種について

集計・分析を行った結果を報告する。 

 

Ⅱ 公開空地の緑化状況調査 

（１）公開空地 

表1 東京都の都市公園と公開空地 

 

 公開空地は貴重な緑地の確保に重要な役割を果たしており、

その4割は都心3区にあり、都市公園にする数、面積を有して

いる。（表1、図1） 

 

図 1 東京都の総合設計制度による公開空地面積 

（２）調査対象・方法 

 平成 23～29 年度に東京都に提出された公開空地（表 2）の

「みどりの計画書」添付の植栽図面50件を入手し、植栽樹種、

本数について集計・分析を行った。 

表2 調査対象公開空地の所在地及び申請年度 
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Ⅲ 調査結果 

（１）公開空地面積、緑地面積と樹木本数 

東京都の総合設計の緑化基準値 35％に対し、公開空地面積

に対する緑地面積割合は、公開空地の大小にかかわらず5割前

後が多かった。（図2） 

図2 公開空地面積と緑地面積 

1か所当たりの中高木本数は平均173本（17本～997本）、

植栽密度は100㎡あたり平均16本（1.4～120.8本）であっ

た。（図3） 

図3 緑地面積と樹木本数 

（２）植栽樹種 

 中高木は163種が使われていた。 

そのうち在来種は84種（52％）、そのうち東京都が在来種選定

ガイドラインに掲載しているものが35種（21%）外来種・園芸

種が 79 種（49％）だった。また、樹木タイプで見てみると、

常緑広葉樹が 55 種（34%）、針葉樹が 12 種（7%）、落葉広葉樹

が96種（59%）だった。（表3） 

表3 植栽樹種 

 

（３）樹種別植栽本数 

 植栽されている中高木の総本数は 7262 本で、植栽本数の多

い 10 種はすべて常緑広葉樹だった。また、ヒイラギモクセイ

とベニカナメモチ以外の8種は在来種だった。（図4） 

 

図 4 樹種別本数 

 種数では、在来種は約半数、う

ち東京都推奨の樹種は 2 割だっ

たが、本数割合で見てみると、在

来種は70％、うち東京都推奨の

樹種が48％と半数近かく占めて

おり、多様な樹種を使用しつつ、

在来種を主に植栽していること

がわかった。（図5） 

図5 在来種の割合（本数） 

 箇所毎の使用樹種を見ると、カツラやヤマザクラ等の在来

の落葉広葉樹が主に植栽されている箇所もあった。（図6） 

 

図6 最多使用樹種（箇所） 

 

Ⅳ まとめ 

 事例の分析を通じて、建物用途や立地、緑化面積等に応じて、

生物多様性向上のため在来種を中心にしながら、快適性や季節

感などを発揮できる配植方法について検討する予定である。 
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